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内容の要旨及び審査の結果の要旨
門脈圧冗進症（門冗症）の胃粘膜病変の成因における肝障害の有無の関与を明らかにする目的で，肝障害のない門
脈狭窄（PortalVeinStenosis：ＰＶＳ）による門冗症ラット（PVS群）と，ジメチルニトロサミン（Dimethylnitro
samineDMNA）投与による肝硬変ラット（ＤＭＮＡ群）を作製し，胃粘膜血流量（GastricMucosalBloodFlow
：ＧＭＢＦ）と胃壁プロスタグランディン（Prostaglandin：ＰＧ）Ｅ１とＥ２量を測定し比較検討した。
前庭部のＧＭＢＦは，PVS群（38.2±3.4ｍl/ｍin/1009）およびDMNA群（39.6±3.1）で，各々模擬手術（S○）群
(45.1±2.8)，対照群（45.8±3.0）に比較し，有意に低下していた（各々p＜0.01)。胄体部のPVS群のＧＭＢＦ（71.7
±４５）はso群（55.5±3.7）に比較し有意に増加していた（p＜0.01）が，ＤＭＮＡ群（54.0±５８）は対照群（57.4±
29）に比較し有意に低下しており（p＜0.05)，異なった病態を示した。胃壁PGE1量はPVS群の胄体部（159±8.2
,9/ｇ）では，Ｓ○群（9.5±３８)，ＤＭＮＡ群（8.7±６１）より有意に高値を示し（各々ｐ＜0001)，胃壁PGE2量は，
前庭部ではPVS群（65.2±26.3）とＤＭＮＡ群（49.7±25.9）ともにS○群（108.0±61.7)，対照群（118.0±39.3）に比
較し有意に低下し（p＜0.01,p＜0.001)，胄体部ではＤＭＮＡ群（69.9±29.1）は対照群（1592±21.0）に比較し有意
に低下していた（p＜0.001)。次に各群にPGE1誘導体を経口投与したところ，９０分以降においてＧMBFはＤＭＮＡ群，
およびPVS群の胄体部で各々対照群，Ｓ○群より高値を持続した。
以上より門脈血流障害によるＧMBFの低下に加え，肝障害に伴う液性因子の一つとして胃壁ＰＧ量の低下が肝硬変
の胃粘膜障害に関与する可能性が考えられ，ＰＧＥ1誘導体は門冗症ラットにおいても，ＧMBFの増加をもたらし，門
冗症における胃粘膜障害に対する治療薬となりうる可能性をもつことが示唆された。
本研究はＧＭＢＦと胃壁PGE1とＥ２量の関係を明らかにし，門冗症または肝硬変症における冑粘膜病変の成因機序
を解明した点で，価値ある労作と評価された。
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